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2007年3月期決算報告

ファッション事業

AOKI
商品・販促策がトータルに奏効、収益上ぶれ

出店はほぼ計画通りの19店
ORIHICA
出店は期初計画通り15店

アニヴェルセル・ブライダル事業

売上高は計画を上回る前期比111.6％に
多店舗展開に向け、期初計画の3店を
オープン

エンターテイメント事業

将来収益への投資、積極的出店を開始
カラオケ事業：コート・ダジュール 4店出店
複合カフェ事業：快活CLUB等 26店出店
フィットネス事業：第2号店をオープン
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（単位：億円）

ファッション事業が業績を牽引：
売上高、営業利益、経常利益で過去最高を更新

売上高

営業利益

1,066 1,121

101 108
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商品企画から販売までの一貫したマーケティング戦略を深耕、徹底

新ブランドスーツ（「MAJI」、「JEAN RENO」）の寄与、「もてスリム」による若年層
取り込みで、粗利の大きなスーツが売上好調

「スタイリスト制度」を積極的に推進し、ライフスタイルを表現するトータルコーディ
ネートの提案（⇒客単価の上昇）

ファッション事業：商品・販促策がトータルに奏効

2007年3月期連結営業利益は計画比113.4％：
計画上ぶれ要因の約70％がファッション事業によるもの

1,289

10,889

9,600

連結営業利益

差異

2007.3期（実績）

2007.3期（計画）

905

7,705

6,800

ファッション事業
営業利益

差異

2007.3期（実績）

2007.3期（計画）

（単位：百万円）
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中期経営計画の概要

《経営指標の中期目標》
1株当たり当期純利益140円、株主資本当期純利益率6.6%、総資産経常利益率9.0%

収益力の向上（目標:営業利益率 10%）と継続的な利益成長
資本効率や投資効率を高め株主価値の最大化をはかる

エンターテイメント
事業

ファッション
事業

アニヴェルセル･
ブライダル事業

1. グループのシナジー効果を追求し、
収益力向上を促進

2. 各事業において、業態の深耕・進化を継続し、
増収増益、営業利益率向上を実現

2007年3月期
EPS：114.5円
営業利益率：9.7%

2007年3月期
EPS：114.5円
営業利益率：9.7%
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各事業の中期経営方針
ファッション事業

AOKI
重点エリアを中心に年間20店舗以上の新規出店を継続
既存店売上高の安定化

•団塊ジュニア・ミドル世代の仕事マーケットと団塊世代に向けた旅行マーケットの対策を強化、客数アップ、客単価アップ
•スタイリスト制度の深耕による固定客化、及び客単価アップ

ORIHICA
新規SC、既存SCに新規出店を継続しながら、プロトタイプの磨き上げを実施し、既存店売上げの安定化を
図る
販促費、人件費の経費構造を見直し、営業利益率10%以上が継続して達成できる仕組みを確立する

M/X
採算を重視した店舗展開の最適化を図りつつ、近い将来に100店舗体制への布石を打つ

アニヴェルセル・ブライダル事業
独自の研修プログラムに基づく、高度なスキルと高いサービスマインドを持つ人材育成を実施

首都圏、関西圏を中心とした主要都市へのエリア展開による出店を実施

（2007年3月期：3店舗、2008年3月期以降：2～3店舗以上）
エリア展開の出店により「人材・仕入・販促」3つの経営効率化の追求

エンターテイメント事業
質を重視した出店により成長基盤を形成し、安定成長を図る

事業間のシナジー効果を最大限に発揮し、経営基盤を強化する

安定成長及び経営基盤の強化を遂行する優秀な人材の採用と教育
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連結中期収益計画： 売上高
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+28

+2

+29

+59

112.0

111.6

102.7

105.1

前期比

期 末 店 舗 数 +61737+93676583

+32490+66458392ファッション

+315+21210アニヴェルセル・ブライダル

113.522,700114.920,00017,403エンターテイメント

104.891,700114.587,50076,448ファッション

121.224,600111.020,30018,291アニヴェルセル・ブライダル

+26232+25206181エンターテイメント

108.8

前期比
（修正後）

114.0

前期比
（修正後）

112,143

07/3期
（実績）

139,000127,800売 上 高

09/3期
（今回修正）

08/3期
（今回修正）

（単位：百万円､%、店）

＊マルフル店舗「M/X」は、08/3期からファッション事業店舗数に算入
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連結中期収益計画： 営業利益
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2007年3月期
通期業績の概要
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連結損益の状況
（単位：百万円）

5,431

2,643

1,098

11,110

2,055

3,002

10,163
9.5％

38,777

48,941
45.9％

106,686

06/3期

△280

△1,067

△929

638

△230

△317

725
+0.2ポイント

2,064

2,789
+0.2ポイント

5,456

増減

転貸不動産費用の減少88.81,825営業外費用

営業利益と並んで過去最高を更新105.711,749経常利益

06/3期の子会社上場に際し発生し
た持分変動差額の減少

15.3168特別利益

減損損失の減少59.61,575特別損失

94.85,151当期純利益

新規出店コスト増加の一方で、
効率的広告戦略を推進

105.340,841販売費・一般管理費

売上高に伴う増加
スーツの売上構成比増加

105.751,730
46.1％

売上総利益
売上総利益率

新規出店効果などで各事業が増収
に寄与、増収率では特にエンターテ
イメント部門の伸びが大きい。

105.1112,143売上高

転貸店舗の直接契約増加に伴う
不動産賃貸収入の減少

89.42,685営業外収益

増収効果に加えて、販促策の奏効
でAOKIが利益に貢献107.110,889

9.7％
営業利益
営業利益率

主な増減要因対比(%)07/3期科目／期別
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事業別売上高・営業利益実績
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（単位：百万円）[ 事業別売上高 ]

[ 事業別営業利益 ] （単位：百万円）

複合カフェの新規出店効果112.01,86315,53917,403エンターテイメント

ｱﾆｳﾞｪﾙｾﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ

ファッション

16,389

74,403

106,686
06/3期

1,901

2,045

5,456
増減

新規出店効果111.618,291

新規出店に加え、客単価が上昇傾向102.776,448

105.1112,143

計

主な増減要因対比 (%)07/3期事業

82.8△2571,4961,239エンターテイメント

ｱﾆｳﾞｪﾙｾﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ

ファッション

1,576
7,280

10,163
06/3期

361
425
725

増減

122.91,938
105.87,705
107.110,889計

対比(%)07/3期事業

売上高 営業利益／営業利益率（億円） （億円） （％）

1,066 1,121 101 108
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アニヴェルセル・ブライダル事業

売上高： 前年同期比 111.6%
新規出店（大阪、神戸、立川）による増収

前期出店のパルティーレ柏迎賓館の寄与

営業利益： 前年同期比 122.9%
業界他社と比べた成約率の高さ

総合サービス産業としてのノウハウで差別化

出店効果と高水準の成約率が寄与して増収増益

パルティーレ立川ウエディングビレッジ
＜07年3月オープン＞

=施設概要=

チャペル： 着席120名
パーティースペース：
フランス館 収容人数 120名
イタリア館 収容人数 100名

2007年3月期通期実績
18,291

16,389

1,576 1,938

10.6
9.6

0
1,500
3,000
4,500
6,000
7,500
9,000
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売上高 営業利益 営業利益率

（単位：百万円）

(百万円） （％）

10.6
18.4
29.0

100.0
売比%

122.9
111.6
115.5
111.6

前年同期比%

1,938
3,372
5,310

18,291

07/3期

営業利益

販売管理費

売上総利益

売上高
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エンターテイメント事業

売上高： 前年同期比 112.0%
新規出店30店舗（コート・ダジュール 4、
快活CLUB：フィットネス・スパ含む26）
前期出店22店舗（コート・ダジュール 8※1 、
快活CLUB 14※2）が寄与

※1うち7店はゼビオより営業譲受、※2うち2店はゼビオより営業譲受

営業利益： 前年同期比82.8%
期初計画比では、89百万円の改善
•既存店の好調及び前期出店分の寄与
•今期の出店経費分を前期出店店舗の
営業利益でカバーしきれなかった

複合カフェの積極出店経費で減益、08/3期以降収益に貢献

17,403

15,539

1,2391,496

9.6

7.1

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

06/3期 07/3期
0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

売上高 営業利益 営業利益率

（百万円）

（単位：百万円）

7.182.81,239営業利益

181期末店舗数

9.5
16.6

100.0
売比%

133.3
105.7
112.0

前年同期比%

1,656
2,895

17,403

07/3期

販売管理費

売上総利益

売上高

（％）
2007年3月期通期実績

＜複合店舗＞

コート・ダジュール
快活フィットネスCLUB
長野昭和通り店

（2006年9月オープン）

＊連結上の調整があるため（株）ヴァリック単体とに差があります
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連結貸借対照表の主な増減科目
（単位：百万円）

149-149新株予約権

3581,560 1,919少数株主持分

一部支払方法の変更△1,95013,86211,911支払手形・買掛金

負ののれん、及び社債等の減少△1,54626,57225,026固定負債

△50516,89816,393社債・借入金

△2,72156,80554,083負債合計

-23,28223,282資本金

△2422,61022,586資本剰余金

当期未処分利益によるもの3,94943,20047,149利益剰余金

△1,050△3,439△4,490自己株式

△4151,4911,075その他有価証券評価差額金

利益剰余金の増加2,96688,70691,673純資産合計

245145,511145,756負債純資産合計

30,232
145,511
31,005
4,354

64,320
99,680
14,157
24,313
45,831

06/3期

△1,175
245
723
△328
3,372
3,767

442
△5,251
△3,522
増減

4,025無形固定資産

31,728投資その他の資産

145,756資産合計

支払債務、未払法人税等の減少29,056流動負債

14,599たな卸資産

新規出店など設備投資に伴うもの19,062現金・預金

42,309流動資産

全事業で新規出店を積極的に推進67,692有形固定資産

103,447固定資産

主な増減要因07/3期科目／期別
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連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

（株）ソレイユの連結94-94新規連結に伴う現金及び
現金同等物の期末残高

法人税等の支払額増加、及び
仕入債務の減少

△6,92414,2367,311営業活動による
キャッシュ・フロー

有形固定資産取得による支出増
加の一方、投資有価証券取得に
よる支出が減少

△526△9,983△10,509投資活動による
キャッシュ・フロー

06/3期の子会社の増資に伴う
収入が減少

△1,489△659△2,148財務活動による
キャッシュ・フロー

△8,9393,593△5,346現金及び現金同等物の
増減額

3,59320,51924,113期首残高

△5,25124,11318,862期末残高

06/3期 増減 主な増減要因07/3期科目／期別
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（単位：店、百万円）

出退店実績

設備投資額内訳：07/3期 ファッション 4,649 ､アニヴェルセル･ブライダル 2,655、エンターテイメント 1,952
06/3期 ファッション 4,607、アニヴェルセル･ブライダル 2,325、エンターテイメント 1,400 

設備投資額内訳：07/3期 ファッション 4,649 ､アニヴェルセル･ブライダル 2,655、エンターテイメント 1,952
06/3期 ファッション 4,607、アニヴェルセル･ブライダル 2,325、エンターテイメント 1,400 

※ 快活スパCLUB、快活フィットネスCLUBが含まれております。

331342419357ファッション
ＡＯＫＩ

859524867583合 計

退店

4

1

－

－

06/3期07/3期

9,257

89

92

10

35

期末店舗数

26

4

3

15

出店

1

1

1

1

退店

エンターテイメント

エンターテイメント

アニヴェルセル・
ブライダル

ファッション

セグメント

14

8

2

4

出店

8,458設 備 投 資 額

64快活CLUB他※

21ORIHICA

89コート・ダジュール

8アニヴェルセル・ウエディングビレッジ･
パルティーレ迎賓館

期末店舗数
店舗名



2008年3月期
通期業績予想
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前 提 条 件

（単位：百万円）

設備投資額： 10,637百万円 （ファッション4,780百万円 アニヴェルセル・ブライダル 3,420百万円 エンターテイメント 2,437百万円 ）
減価償却額： 3,900百万円
ファッション既存店売上高伸び率 上期 1.5 % 下期△1.1 % 通期±0%

連結損益の見通し

5,151

1,575

168

11,749

1,825

2,685

10,889
9.7％

40,841

51,730
46.1％

112,143

07/3期

298

△325

△168

700

△235

△345

810
△0.5ポイント

6,188

6,999
△0.1ポイント

15,656

増減

87.11,590営業外費用

106.012,450経常利益

--特別利益

79.31,250特別損失

105.85,450当期純利益

各事業の新規出店費用の増加115.247,030販売費・一般管理費

マルフル連結によりファッション事業
が△0.1ポイント

113.558,730
46.0％

売上総利益
売上総利益率

マルフル連結などファッション事業
の寄与

114.0127,800売上高

87.12,340営業外収益

全事業で増益を見込むが、マルフル
連結の効果は来期以降107.411,700

9.2％
営業利益
営業利益率

主な増減要因対比(%)08/3期予科目／期別
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（単位：百万円）[ 事業別売上高 ]

（単位：百万円）

事業別売上高・営業利益見通し

[ 事業別営業利益 ]

113.01601,2391,400エンターテイメント

アニヴェルセル･ブライダル

ファッション

1,938

7,705

10,889

07/3期

191

584

810

増減

109.92,130

107.68,290

107.411,700計

対比(%)08/3期予事業

114.92,59617,40320,000エンターテイメント

アニヴェルセル･ブライダル

ファッション

18,291

76,448

112,143

07/3期

2,008

11,051

15,656

増減

111.020,300

114.587,500

114.0127,800計

対比(%)08/3期予事業
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2008年3月期の計画

売上高の拡大
全国の主要都市エリアを中心とした

多店舗展開

既存店稼働率の維持向上

新商品提案による料飲単価アップ

収益性の向上
内装や調度品の標準化による投資コスト

の低減

ドミナントエリア形成での店舗展開による

経営効率化の追求

アニヴェルセル・ブライダル事業

売上高： 前期比 111.0%
新規出店(パルティーレ江坂ウエディング
ビレッジ、パルティーレ白壁ウエディング

シャトー（仮称））による増収

営業利益： 前期比 109.9%
増収効果プラス効率的経営による

収益力アップ

（単位：百万円）

売上高拡大と収益性向上の実現に向けて
業態確立と多店舗化による業容拡大を推進

2008年3月期計画

10.5
17.9
28.4

100.0
構成比構成比%

109.9
107.6
108.5
111.0

前期比前期比%

2,130
3,630
5,760

20,300

08/3期期 予予

営業利益

販売管理費

売上総利益

売上高

パルティーレ白壁（名古屋）
ウエディングシャトー（仮称）
＜07年秋オープン予定＞

=施設概要=

チャペル： 着席120名
パーティースペース：
３つのスペースで
収容人数 各100名

パルティーレ江坂（大阪）ウエディング
ビレッジ＜07年9月オープン予定＞

=施設概要=

チャペル： 着席120名

パーティースペース：

収容人数

•フランス館 100名

•イタリア館 100名
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2008年3月期の計画
エンターテイメント事業

売上高：前期比 114.9%
新規出店・前期出店店舗寄与による

増収

（単位：百万円）

カラオケルーム運営事業と複合カフェ運営事業とのシナジー効果を
最大限に発揮し、業態の進化と経営基盤の強化を図る

2008年3月期計画

7.0113.01,400営業利益

206期末店舗数

9.4
16.4

100.0
構成比%

112.9
112.9
114.9

前期比%

1,870
3,270

20,000

08/3期期 予予

販売管理費

売上総利益

売上高

営業利益： 前期比 113.0%
前期出店店舗が収益に貢献

出店の施策
年間28店舗の出店計画
出店については業態の市場動向、物件内容に
より判断し、決定

ドミナント化による知名度向上及び運営コスト
効率化

食の強化
快活CLUBの飲食比率を高めることによる
売上の底上げ

既存サービスの磨き上げ、及び新コンテンツ・
サービスの企画・開発によるリピート率の向上

経営の効率化
メニュー開発、食材仕入れ、備品購入等の

一元化

運営ノウハウの共有による管理コストの削減

＊連結上の調整があるため（株）ヴァリック単体とに差異があります
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（単位：店、百万円）

出退店の見通し

設備投資額内訳：08/3期予 ファッション 4,780、アニヴェルセル･ブライダル 3,420、エンターテイメント 2,437
07/3期 ファッション 4,649、アニヴェルセル･ブライダル 2,655、エンターテイメント 1,952 

－－（41）7236ファッションM/X

867583※21567676合 計

退店

1

1

1

1

4

07/3期08/3期予

10,637

105

101

12

42

380

期末店舗数

17

11

2

10

25

出店

1

2

－

3

2

退店

エンターテイメント

エンターテイメント

アニヴェルセル・
ブライダル

ファッション

ファッション

セグメント

26

4

3

15

19

出店

9,257設 備 投 資 額

89快活CLUB他※1

35ORIHICA

357AOKI

92コート・ダジュール

10アニヴェルセル・ウエディングビレッジ･
パルティーレ迎賓館

期末店舗数
店舗名

※1 快活スパCLUB、快活フィットネスCLUBが含まれております。
※2 Ｍ/Ｘ店舗は08/3期から当社グループに参入いたします。



ファッション事業の現状と
今後の展開

2006年3月期 ファッション事業（連結）

AOKI+ORIHICA+トリイ（05/3月～05/9月までの7ヶ月決算）

2007年3月期 ファッション事業

AOKI（トリイはAOKIと合併）+ORIHICA
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ファッション事業 2007年3月期通期の実績
新ブランドスーツの寄与に加えて、スタイリスト制度が
本格的な貢献を開始、売上、利益とも計画を上回る

売上高： 前期比 102.7%
既存店の増収 2.8%（計画：0.7％）
•新ブランドスーツ、「もてスリム」のヒット

AOKI期末店舗数：357店（06/3期末342店舗）
•出店 19店舗、退店 4店舗、看板変更実施 172店舗

ORIHICA期末店舗数：35店（06/3期末21店舗）
•出店 15店舗、退店 1店舗

営業利益： 前期比 105.8%
AOKI既存店営業利益 前期比 110.0%
売上総利益高：前期比 104.6%
•売上総利益率アップ 55.9%⇒56.9%
・スーツの売上拡大による売上総利益率の改善

・トリイの完全閉店セールの影響がなくなったことに

よる売上総利益率の改善

販売管理費： 前期比 104.3%
•新規出店に伴う販促費・人件費が増加
• AOKIのロゴ変更・店舗改装に伴う経費増加

74,403 76,448

7,280 7,705

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

06/3 07/03
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000
（売上高：百万円） （営業利益：百万円）

売上高 営業利益 ◆ 営業利益率

10.1%
9.8%
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2007年3月期の分析：商品・販促策がトータルに奏効
『糸からつくるAOKI』：バーティカルマーチャンダイジングの磨き上げ

最高品質と最高の
生産効率の追求

「もてスリム」
が大ヒット

スタイリストを活用した
ﾄｰﾀﾙ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ提案

マーケティングの本番
は販売後に始まる

一連のプロセスに一貫して関わることがマーケティング戦略の基本

“目に見える部分”の販促策
2つの新ブランド
メディアを通した「もてスリム」、「フレッシャーズ」
キャンペーン

スタイリストによるトータルコーディネート提案

トータルな販促策

“目に見えない部分”も含めて

生産・流通・販売の

全サイクルに関与

情報収集
商品企画

情報収集
商品企画

素材開発：
糸の1本から作る
製造ライン

素材開発：
糸の1本から作る
製造ライン

メディアを通した
PR戦略

メディアを通した
PR戦略

小売店舗の
販売活動

小売店舗の
販売活動

お客様の満足、
ご意見

お客様の満足、
ご意見

常にフィードバックと

方針確認

上質化を基本
とした売場作り

上質化を基本
とした売場作り

品種別陳列から

コーディネート陳列へ

＊バーティカルマーチャンダイジング：材料段階から消費者の手元にわたるまでの一貫したマーケティング計画
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ファッション事業の好調：スタイリスト制度の定着
スタイリスト制度
2004年4月スタート。販売担当の全社員に対して、単品（例えばスーツのみ）

だけを販売するのではなく、用途・目的に合わせた最適なコーディネートを提
案し商品販売に結び付けられるスキルを指導し、試験合格者を「スタイリス
ト」に認定する。2007年3月末の有資格者は870名。さらにスキルアップを続
けている。

110.3101.6102.7101.5100.190.0既存店客単価

（前年同月比、％）

2007年3月2007年2月2007年1月2006年12月2006年11月2006年10月

スタイリストによるアドバイス
スタイリスト制度の浸透と売上効果

スタイリスト制度の浸透と客単価の上昇

スーツ売場：

コーディネートを

提案するスペースに

ジャケット売場：

ライフスタイルを

提供するスペースに
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ファッション事業：既存店売上高・客数・客単価推移

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

売上高 客数 客単価

2007年3月期の月別前年同期比増減率推移

2006年3月期

(%)
新装開店セール
による客数大幅増

新装開店セール
による客数大幅増

スタイリスト提案
によるトータル
コーディネートで
客単価が上昇

スタイリスト提案
によるトータル
コーディネートで
客単価が上昇

既存店売上高
+2.8%

既存店売上高
+2.8%

－

△0.7

3.5

2.8

通期

1.110.31.62.71.50.1△10.0△0.5△0.3△1.7△8.2△5.52.0客 単 価（％）

+2.5

7.1

8.9

07/2

+1.9

△1.0

9.2

07/3

+1.8

2.8

5.6

07/1

+1.1

0.7

2.3

06/12

-0.8

△3.7

△1.8

06/4 07/406/1106/1006/906/806/706/606/5

+1.4

△1.4

△1.3

-0.7+1.30.0+0.4+0.2+0.7+0.3平年気温との差異（℃）（東京）

2.112.04.9△0.32.914.95.9客 数（％）

3.30.84.4△0.61.15.50.1既存店売上高 （％）

2007年3月期

改装セールによる客
数の大幅増、クールビ
ズ効果でジャケット、
シャツなどが好調

改装セールによる客
数の大幅増、クールビ
ズ効果でジャケット、
シャツなどが好調

AOKIを中心に販促策がトータルに奏効、客数アップと客単価の
上昇効果で既存店売上は計画を上回る前期比+2.8％に
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実績
172店舗で実施した看板変更・改装セールによる
集客効果

スーツ販売強化により、売上総利益率が改善

売上予想の約1.3倍を達成
首都圏8店舗、東海5店舗、北陸・関西5店舗、北海
道1店舗を新規出店
スタイリストの固定客数は、前期比113.1％

業務改善への取組みにより、経費分配率が改善

AOKI：2007年3月期の取組み及び実績

取組み

新しいAOKIへの看板変更、感覚年齢35歳に
向けた店舗環境の整備

販促媒体の見直しによるスーツの販売強化

新ブランド「ＪＥＡＮ ＲＥＮＯ」・「ＭＡＪＩ」デビュー

出店基準に沿った19店舗を新規出店

社内スタイリスト制度の拡充により、顧客様の
ご満足度を追及

積極攻勢により、新しいAOKIをアピール
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ORIHICA：2007年3月期の取組み及び実績

取組み
商品企画・開発の体制強化

プロトタイプの磨き上げによる業態確立

ORIHICAの認知度アップ

実績
メンズ

･顧客像（ＳＣへご来店される30代）が明確になり、
･ ビジネス・ビジカジスタイルのコーディネート提案力強化

レディス

･ＯＲＩＨＩＣＡらしいレディスのスーツスタイルを確立

プロトタイプの完成により、積極出店を継続

･出店：15店舗 退店：1店舗 期末店舗数：35店舗
ＯＲＩＨＩＣＡの認知度向上のための施策実施

･注目度の高いＳＣへの出店による業界認知度アップ

･ファッション雑誌への掲載等によるブランドイメージアップ

多店舗展開を開始
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2008年3月期の方針

ファッションの
動向

メンズファッションへの関心度の高まり

団塊ジュニアの職場における服装のカジュアル化（ビジカジスタイル）と細身スタイルの浸透、
3つボタンスーツから2つボタンスーツへのニーズの変化
ミドル層（35～50歳）は、「価格の二極化傾向拡大」、及び「機能性商品への関心度増加」
団塊世代のライフスタイルシーンに合わせたビジカジ衣料へのニーズの高まり

市場・
消費者の
動向

所得間格差の広がり

2007年度問題の団塊世代に向けた新しいビジネススタイル、及び
余暇利用のカジュアル市場の増大

「クールビズ」、「ウォームビズ」キャンペーンによる新しいスタイリングビジネスの拡大

紳士服洋品市場に占める専門店シェアは拡大予想

競合の
動向

郊外型紳士服専門店の優勝劣敗の鮮明化

カジュアル衣料、レディス商品の取組み強化

女性タレントを起用した特定マーケット対応

高品質・高付加価値商品並びに新ブランドの開発

新業態（団塊ジュニア向け業態・団塊向けカジュアルショップ・パターンオーダー専門店舗）

への取り組み

「あってよかったＡＯＫＩ !!」顧客満足地域一番店になるために
ベストスタイリングストアーへの更なる進化

今後の事業環境の変化に対する認識
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商品
団塊ジュニア

・新ブランド 「MAJI」（右下写真） の展開、及び
ファッション感度の高い層に向けた商品開発

・18,000円、28,000円の「もてスリム」スーツの更なる充実、及び
新ブランド「ＪＯＵＲＮＡＬ ＷＯＲＫＳ」の投入

ミドル層（30代後半～50代）
・おしゃれを楽しむ大人の男性向け新ブランド 「JEAN RENO」の展開・拡大
・機能商品の開発継続、及び店内訴求の更なる強化

「極上クールキャンペーンスタート」

団塊世代

・旅行ウェア（ｼﾞｬｹｯﾄ）のビジカジウェアとしてのトータルスタイリング磨き上げ

販促
「糸からつくるAOKI」をWEB等で訴求し、高品質商品開発の企業姿勢強化
TVCFを活用した商品訴求企画の進化
新たな販促媒体の活用による新規オープン店舗の認知度向上策

顧客管理の深耕、及びRFM分析の精度向上によるきめ細かなDM企画

AOKI：2008年3月期の取組み 1

重衣料中心のトータルスタイリングでの商品提案・販売強化
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営業･人事・教育

事業規模拡大に向けての業務改善への取組み

営業組織の細分化による、個店毎のきめ細かい対応の実施

スタイリスト制度の深耕により、パートナー社員を含む

全販売員のレベルアップを目指す

パートナー社員の戦力向上に向けた役割等級制度の確立、

及び教育制度スタート

新卒、中途、高齢者の採用、及び社員の再雇用制度の確立

実践ノウハウの共有による営業力強化体制の確立

AOKI：2008年3月期の取組み 2
人材育成・業務改善を通じ、更なる収益性の向上を図る

分配率管理を徹底し、営業利益率10.0%以上の確保分配率管理を徹底し、営業利益率10.0%以上の確保

経費

業務改善の取組み強化による人時生産性数値の向上

費用対効果の高い販促媒体への集中による販促効率の更なる向上

重衣料の販売強化による売上総利益率の向上

賃料減額交渉の継続実施
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商品

社内組織体制を含む商品企画・開発体制の更なる強化

店舗数増加とＡＯＫＩのバイイングパワーを活用した

仕入コストメリットの発揮

販促

費用対効果の高い販促媒体への集中による販促効果の向上

ブランドイメージ向上のための取組み強化

店舗企画・開発

プロトタイプ店舗の磨き上げ

積極的出店による事業規模の拡大 ⇒ 今期新規出店10店舗（年間）

営業･人事・教育

ＡＯＫＩとの教育研修制度の共有による、人財育成力強化

積極出店継続に向けた、店舗マネージャー候補者の育成

経費

営業利益率10%を実現するためのコストの最適化

ORIHICA：2008年3月期の取組み
ＡＯＫＩとのシナジーを発揮し、積極出店と利益改善の両方を追及



35

マルフル：2008年3月期からグループに参加
会社概要
社名 ：株式会社 マルフル

MARUFURU Co.,Ltd

事業内容 ：カジュアルウェア専門チェーン

店舗ブランド ：『M/X』
本社 ：〒401-0301 山梨県南都留郡

富士河口湖町船津4932

創業 ：1935年（設立1976年）

AOKI HDとの関係：
JASDAQ市場に公開していた同社が、AOKI
HDによる友好的TOBで、2007年4月に子会
社化。2007年6月に株式交換で完全子会社化。

出店状況

長野県
ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ8店/ﾃﾅﾝﾄ1店

長野県
ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ8店/ﾃﾅﾝﾄ1店

群馬県
ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ5店
群馬県

ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ5店

茨城県
ロードサイド1店

/ﾃﾅﾝﾄ２店

茨城県
ロードサイド1店

/ﾃﾅﾝﾄ２店

埼玉県
ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ3店/ﾃﾅﾝﾄ2店

埼玉県
ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ3店/ﾃﾅﾝﾄ2店

東京都
ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ1店/ﾃﾅﾝﾄ2店

東京都
ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ1店/ﾃﾅﾝﾄ2店

神奈川県
ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ1店
神奈川県
ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ1店静岡県

ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ11店/ﾃﾅﾝﾄ2店
静岡県

ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ11店/ﾃﾅﾝﾄ2店

愛知県
ﾃﾅﾝﾄ1店
愛知県
ﾃﾅﾝﾄ1店

山梨県
ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ3店
山梨県

ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ3店

（2007年5月18日現在）

Ｍ/Ｘロードサイド店舗 32店

Ｍ/Ｘテナント店舗 10店 店
舗
外
観

（埼
玉
、
北
本
店
）

レ
デ
ィ
ス
品
揃
え
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マルフル：地域に根ざした『M/X』ブランド

衣
料
大
手
Å
社

今
後

Ｍ/
Ｘ

今
後

M
/X

カ
ジ
ュ
ア
ル
大
手
Ｂ
社

カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
・

靴
Ｄ
社

カ
ジ
ュ
ア
ル
大
手

Ｃ
社

Select

系

ターゲット：30歳代を中心としたファミリー

品揃え領域 年代と価格帯

ＨＯＴ：最新であること、Ｔｒｅｎｄ（ｍｏｄｅ）：傾向・動向・風潮・流行の先端

Ｂａｓｉｃ：基礎的・基本的

事業コンセプト

普段着をコーディネートファッションで提供し、より豊かで楽しいカジュアルライフを創造します。

高

10代

Select系

中

低

20代 30代 40代 50代

衣料大手Ａ社

カジュアル大手Ｂ社

カジュアル大手Ｃ社

カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
・
靴
Ｄ
社

価格帯

年代
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マルフル：AOKIにもたらすシナジー効果
カジュアルウェアへの本格進出

＜マルフルへの投資は“カジュアル人財”への投資＞

マルフルは中部地区で30年以上の歴史を持つカジュアルウェア専門チェーン
『M/X』という地域に根ざした確実なブランド価値と、それを支える専門分野の人材
人材を最大限に活用、AOKIはMDの企画、生産、物流システム、出店投資等でバックアップ

2社のシナジー効果
マルフルの強み

カジュアル分野の専門人材

カジュアルとしてのブランド力

商品企画力

AOKIのサポート
自社ネットワークを活用した

最適生産態勢の提供

効率的物流手段の提供

－マルフルの近未来のビジョン－

•最適生産態勢によるマージンの大幅向上
•100店舗体制を視野に捉えた更なるマーケットメリット追求
•AOKIの全国的カジュアル・ブランドとしてのポジション確立

－マルフルの近未来のビジョン－

•最適生産態勢によるマージンの大幅向上
•100店舗体制を視野に捉えた更なるマーケットメリット追求
•AOKIの全国的カジュアル・ブランドとしてのポジション確立
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AOKI
新ロゴへの看板変更・店舗改装による新しいAOKI業態の確立・標準化
新規出店25店以上の開発
既存大型店の改装、及び魅力ある新規大型店の開発

ORIHICA
首都圏、関西エリアの新規SC、既存SCへの出店拡大
新規SCへの出店による認知度向上、既存SCへの出店による
利益率の高い店舗作りを目指す

AOKI + ORIHICAの両業態で出店し、
エリアでメンズ市場シェアを拡大

出店戦略

424235期 末

3-3退 店

1073出 店

O R I H I C A

2-2出 店

458
36

380
-

11
下期

36期 末

合 計

Ｍ / Ｘ

AOKI

404

未定

369
2

14
上期

期 末

退 店

期 末

退 店

出 店

年間

2
380

458

7

25

08/3期 出店計画

営業利益率10%以上を確保できる店舗開発

07/3期末
都道府県別店舗数

0
1～5
6～10
11～20
21～30
31以上
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2008年3月期の収益見通し

（売上高：百万円） （営業利益：百万円）

売上高 営業利益 ◆ 営業利益率

営業利益： 前期比 107.6%
既存店は増益の見込み

販売管理費の増加： 前期比 115.6%
•新規出店増に伴う販促費、人件費の増加
•看板変更に伴う改装経費の増加

売上高： 前期比 114.5％
既存店売上高：±0%
新規出店

AOKI：25店舗予定（上期：14、下期：11）
ORIHICA：10店舗予定（上期：3、下期：7）
Ｍ/Ｘの売上高が寄与

87,500

66,846
76,44874,403

6,082
7,280

7,705

8,290

0

20,000

40,000

60,000

80,000

05/03 06/03 07/03 08/03計画

0

2,500

5,000

7,500

10,000

9.5%10.1%9.8%
9.1%

積極出店でコスト上昇するものの、重中衣料の販売強化により
５期連続の増収増益を目指す



補足資料
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2007年3月期 連結営業実績

-△482千株-45,267千株-44,873千株-44,785千株期末発行済株式総数

-△1.86-116.33-108.08-114.471 株 当 た り
当 期 純 利 益

94.8△2805.15,4314.44,8504.55,151当 期 純 利 益

105.763810.411,1109.610,60010.511,749経 常 利 益

82.8△2579.61,4966.61,1507.11,239エンターテイメント

122.93619.61,5769.41,65510.61,938ｱﾆｳﾞｪﾙｾﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ

105.84259.87,2809.16,80010.17,705ファッション

107.17259.510,1638.79,6009.710,889営 業 利 益

133.34138.01,2429.91,7269.51,656エンターテイメント

111.635018.43,02119.13,35918.43,372ｱﾆｳﾞｪﾙｾﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ

104.31,47846.234,33847.735,80046.935,816ファッション

105.32,06436.338,77737.140,90036.540,841販 売 管 理 費

105.715617.62,73816.52,87616.62,895エンターテイメント

115.571128.14,59828.65,01429.05,310ｱﾆｳﾞｪﾙｾﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ

104.61,90355.941,61856.742,60056.943,521ファッション

105.72,78945.948,94145.950,50046.151,730売 上 総 利 益

112.01,863100.015,539100.017,460100.017,403エンターテイメント

111.61,901100.016,389100.017,560100.018,291ｱﾆｳﾞｪﾙｾﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ

102.72,045100.074,403100.075,100100.076,448ファッション

105.15,456100.0106,686100.0110,120100.0112,143売 上 高

対比（%）対前期増減百分比（%）06/3期実績百分比（%）07/3期計画百分比（%）07/3期実績
（単位：百万円､%）

（注） 1．1株当たり当期純利益は、自己株式を除く期中平均株式数で除して算出しております。
2．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。（以下同様）
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2007年3月期 販売費及び一般管理費の主な内訳

（単位：百万円、%）

（注） 全社はその他事業やセグメント間の取引きが相殺されているため、各セグメントの合計とは一致しない場合があります。

前期比前期比前期比前期比

エンター

テイメント

アニヴェルセル・

ブライダル
ファッション全社

エンター

テイメント

アニヴェルセル・

ブライダル
ファッション全社

2,037

7,947

13,929

6,598

06/3期実績

1,852

7,790

12,314

5,651

153

43

881

654

18

76

632

149

76.314103.0157110.32,044104.92,138減価償却費

116.189133.758104.98,173104.78,320賃 借 料

136.7864106.6940105.012,926106.414,824人 件 費

132.3197114.1747103.55,847103.26,808広告宣伝費

07/3期実績
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2008年3月期 連結業績見通し

--千株-44,785千株-44,785千株期 末 発 行 済 株 式 総 数

-7.22-114.47-121.691 株 当 た り
当 期 純 利 益

105.82984.55,1514.35,450当 期 純 利 益

106.070010.511,7499.712,450経 常 利 益

113.01607.11,2397.01,400エンターテイメント

109.919110.61,93810.52,130ｱﾆｳﾞｪﾙｾﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ

107.658410.17,7059.58,290ファッション

107.48109.710,8899.211,700営 業 利 益

112.92139.51,6569.41,870エンターテイメント

107.625718.43,37217.93,630ｱﾆｳﾞｪﾙｾﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ

115.65,59346.935,81647.341,410ファッション

115.26,18836.440,84136.847,030販 売 管 理 費

112.937416.62,89516.43,270エンターテイメント

108.544929.05,31028.45,760ｱﾆｳﾞｪﾙｾﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ

114.26,17856.943,52156.849,700ファッション

113.56,99946.151,73046.058,730売 上 総 利 益

114.92,596100.017,403100.020,000エンターテイメント

111.02,008100.018,291100.020,300ｱﾆｳﾞｪﾙｾﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ

114.511,051100.076,448100.087,500ファッション

114.015,656100.0112,143100.0127,800売 上 高

対比（%）対前期増減百分比（%）07/3期実績百分比（%）08/3期計画

（注） 1株当たり当期純利益は、自己株式を除く期中平均株式数で除して算出しております。

（単位：百万円､%）
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（単位：百万円、%）

2008年3月期計画 販売費及び一般管理費の主な内訳

（注） 全社はその他の事業やセグメント間の取引きが相殺されているため、各セグメントの合計とは一致しない場合があります。

前期比前期比前期比前期比

エンター

テイメント

アニヴェルセル・

ブライダル
ファッション全社

エンター

テイメント

アニヴェルセル・

ブライダル
ファッション全社

2,138

8,320

14,824

6,808

07/3期実績

2,044

8,173

12,926

5,847

157

58

940

747

14

89

864

197

141.52088.6140120.02,453122.22,613減価償却費

100.99063.337114.39,340113.09,402賃 借 料

123.81,070109.61,030114.814,840114.316,940人 件 費

126.7250131.8985111.16,495113.57,730広告宣伝費

08/3期計画
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（1）ファッション事業の既存店増収率

【ご参考：ファッション事業2007年3月期実績】

（単位：%）

（単位：%）（2）ファッション事業既存店の客数・客単価

（単位：万着、千円、%）（3）ファッション事業スーツの販売数量と単価

100.024.2100.424.099.624.606/3期（単体）

100.424.3100.424.1100.024.607/3期販売
単価

107.9105.4116.464.596.840.906/3期（単体）

113.8120.0111.171.7118.048.307/3期販売
着数

前期比通期前期比下半期前期比上半期

0.71.72.6△0.8△2.33.410.4△4.9△0.606/3期

2.83.99.28.95.62.3△1.30.81.607/3期

通期下半期3月2月1月12月11月10月上半期

06/3期

07/3期

06/3期

07/3期

△ 9.4

△3.4

9.7

5.2

上半期

△4.8

△0.7

5.8

3.5

通期

1.9

10.3

0.6

△ 1.0

3月

△1.3

2.7

△1.1

2.8

1月

3.2

0.1

6.9

△ 1.4

11月

2.67.10.712.0客数

△1.0△0.6△5.4△3.8

1.21.61.5△10.0客単価

2.7△0.39.4△1.2

下半期2月12月10月
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（単位：百万円）
（4）ファッション事業の商品別売上状況

（5） ファッション事業期中平均売場面積の推移 （単位：㎡）

99.8△32.41,7942.41,7722.31,791その他

102.7

107.5

96.1

101.4

（％）
対比

2,045100.074,403100.075,100100.076,448計

1,80832.324,00533.425,10633.825,814軽衣料

△31711.08,21410.98,20210.37,897中衣料

55754.340,38853.340,02053.640,945重衣料

対前年増減（％）
百分比

06/3期
実績

（％）
百分比

07/3期
計画

（％）
百分比

07/3期
実績

107.114,953211,654226,607

対比（％）対前期増減06/3期07/3期
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（単位：店）（6） ファッション事業の都道府県別店舗数の推移

（注) （ ）内書きはORIHICAを表示しております。

39（2）42（5）14(3)千葉県

47（4）51（6）4(2)東京都

34（15）

3（3）
1

2

3

2

3(1)
3（2）

3（1）

1
3（2）
1(1)

1
出店数（譲受け含む）

07/3期

5（1）
1

1

1（1）

1

退店数

392（35）
0
3
1

13（5）
21（3）

2
3
9

37（2）
5

16
22
5
2
7
7

8(1)
42（5）

46（4）
7

8（1）
15(2)
5(1)

3
2

10
期末店舗数

5岐阜県

363（21）
1
3
1

10（2）
21（3）

2
3
9

35（2）

13
22
5
2
5
7
5

40（4）

44（3）
7

7（1）
12
4
3
2
9

期末店舗数期末店舗数

0606//33期期

広島県

奈良県

香川県

合計

兵庫県

大阪府

京都府

滋賀県

三重県

愛知県

静岡県

長野県

山梨県

福井県

石川県

富山県

新潟県

神奈川県

埼玉県

群馬県

栃木県

茨城県

福島県

宮城県

岩手県

北海道
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【ご参考：ファッション事業 2008年3月期計画】

（単位：%）

（注） 上記数値には、（株）マルフルの数字は含まれておりません｡

（単位：%）

（1）ファッション事業の既存店増収率

（2）ファッション事業の客数・客単価の増加率（既存店）

2.83.91.607/3期

0.0△1.11.508/3期（計画）
通期下半期上半期実績

07/3期

08/3期（計画）

07/3期

08/3期（計画）

△3.4

0.6

5.2

0.9

上半期

△0.7

0.6

3.5

△0.6

通期

△1.7客数

1.2

0.6客単価

2.6

下半期

（注） 上記数値には、（株）マルフルの数字は含まれておりません｡
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（単位：百万円）
（3） ファッション事業の商品別売上計画

114.5

516.4

105.8

102.4

104.7

（%）
対比

7,4582.31,79110.69,250その他

計 11,051

1,495

192

1,904

対前年増減

100.076,448100.087,500

33.825,81431.227,310軽衣料

10.37,8979.28,090中衣料

53.640,94549.042,850重衣料

（%）
百分比

07/307/3期
実績

（%）
百分比

08/3期
計画


